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後期始業式では、皆さんに意識して生活してほしいこと
として、「いろいろな言動をとるときに、相手の立場を踏ま
える」ということを、「あいさつ」を例に挙げてお話ししま
した。さて、いよいよ来週末には合唱フェスティバルを迎
えます。学級での合唱練習も山場を迎えていることと思い
ます。ぜひ、演奏表現の向上を目指す中において、相手の
立場を踏まえた言動で、練習を力強く進めたり温かく支え
たりすることで、級友との信頼関係を築き、あなたの学級
にしか歌えない歌を響かせることを期待しています。
併せて、後期始業式では、前生徒会長の濵辺さんが、この後期に目指したい姿を力強く語りまし

た。この後期は、次の扉を開くために、真の力を蓄えるべきだと背中を押してくれています。その
言葉を紹介します。ぜひ、集団の中で自分にできることを考えて実践しましょう。

金木犀の芽が顔を出し、秋の訪れを感じる季節となりま
した。
秋休みを終え後期の幕開けを迎えた今、皆さんはどのよ

うな志を胸に過ごしていますか？勉強や部活動、日常生活
などで様々な希望や決意を持って後期に臨もうとしている
ことだと思います。
前期では新学年への一歩を踏み出してから約半年間、附

中祭「春」や中総体など多くの行事を学校全体が「one team」
となり乗り越えてきました。一方で、時間厳守や一列歩行
など個人や学校での課題が多く残りました。
私は後期はそんな課題を克服し、学びや力を蓄え新たな

ステージに向けての歩みを進める、そのような時期だと考
えています。これから１、２年生は附中の伝統のバトンを受け継ぐ、３年生は卒業と進路決断に
向けた、それぞれ大切な時期です。
ところで皆さんは、大谷翔平選手の最近の活躍をご存知でしょうか。先月の19日、大谷選手は

１シーズンで50本のホームラン、50回の盗塁の「50-50」という前人未到の偉業を大リーグ史上初
めて成し遂げました。現在も記録は更に更新されています。そんな大谷選手があるインタビュー
の中で残した言葉があります。それは「無駄な試合や練習はない」ということです。なかなか結
果が出なかったり、うまくいかないときもある。だがそこでそれを失敗だと気づくことによって
一個「発見」がみつかり、それが成功へとつながっていくのではないか、大谷選手はそう語って
いました。
私は、この言葉にいつも助けられてきました。多くの功績を残している大谷選手でさえも、多

くの失敗を経験し悩むことがあったそうです。いくら努力しても結果に繋がらなかったり、うま
くいかなかったという挫折はきっと多くの人が経験したことだと思います。けれどその努力の一
つ一つの重なりの中にこそ得られるものは必ずあり、失敗に無意味なものはありません。
これからの大きな行事として、附中祭「秋」の合唱フェスティバルがあります。また、学校行

事だけに限らず部活動などで大事な大会を控えていたり、３年生にとっては受験も控えています。
そのような場所で結果が出なかったらどうしようと不安に感じることがあると思います。けれど、
もし自分の思うようにならなかったとしても、それまでの努力がいつかどこかで花を咲かせる時
が来る、そう信じて一日一日の行動を怠らないことが大切だと思います。附属中の仲間には様々
な目標を掲げ努力を重ねている人がたくさんいます。だからこそ仲間が互いに支え合い、高め合
える、そのような環境づくりに努めていく必要があるのではないでしょうか。
新生徒会が発足し、これからは新たな附中のリーダーのみなさんが私たちに歩むべき道筋を照

らしてくれます。１年の終わりには刻一刻と近づいています。１、２年生の皆さんは新たな附中
の未来の担い手として、３年生の皆さんは今までの経験を元に１、２年生の最高のフォロワーと
して何ができるかを考え後期を実り多き日々にしていきましょう。

生徒代表３年２組 濵辺 元志郎

（裏面もあります）

後期の始まりにあたって

生徒代表の言葉



部活動の成績や、学校を通して出品した作品等に係る
表彰について御紹介します。

第69回九州吹奏楽コンクール（８/２４）
銀賞 伊藤 璃子 田中 亮伍 富田 紘礼 原口 琉翔 内田優唯佳

金子 結槻 川久保静士郎 村上 愛佳 森川 雪菜 山田 義博
安東 春陽 臼井 莉子 江上 歩太 土谷良太朗 安本 壮佑
石本蒼一郎 菰方 早希 今村 羽那 森田 梨愛 山口 結衣
黒濵菜々子 田口 栞 中村心太郎 馬場 千夏 山﨑 萌衣
森田 歩純 小野 颯太 下山 真琴 田平 佳穂 東山 こち
松下 華 田中 彩希 宮田 萌百 伊藤 怜 浦川 想介
佐伯 奈々 辻 春翔 永富 心菜 中村 紫帆 馬場 心菜
森 奈々弥 菰方 有希 坂本 智哉 中原 柚葵 浜田 栞名
前田 雫 尾上 莉緒 嶋津 紗笑 吉田 碧 石原 里桜
尾﨑 彩仁 上戸穂乃香 清水 琴美 西村 宥香

第79回九州合唱コンクール（９/１４）
銀賞 坂口 夏菜 福地 龍雅 澤㔟 はな 塚本 実花 赤澤 想花

池田 楓花 浦馬場ちひろ 益冨 秋 谷井 里帆 井手菜々子
道岡 柚子 江口さおり 小嶺 桃佳 峰 望絢 西村 心海

令和６年度全日本春季少年野球大会長崎市予選 兼 第38回長崎市中学校軟式野球競技九電旗争奪大会（９/２１～９/２９）
準優勝 塚本 豪光 重冨 太河 早木 蒼 村野 天聖 川村 航平

村田亮太朗 馬場 泰宥 松本修次郎 江島 杏哉 加藤 拓
中村 環杜 松尾 遥仁 角 悠太朗

長崎県ジュニア陸上競技選手権大会（９/２３）
・B男子100m 第１位 堀内 隆宏
・A女子走高跳 第２位 上田 菜緒
・B女子走幅跳 第３位 苑田 茉央
・B女子4×100mR 第１位 松尾侑莉・苑田茉央・溝川莉乃・野口 凜

長崎市中学校総合体育大会駅伝競走大会（１０/３）
女子 優 勝 43分54秒 上川紗來、苑田茉央、戸塚麗奈、鶴丸桐子、濵地南帆

区間賞 ２区 苑田茉央（７分19秒/２㎞）
３区 戸塚麗奈（７分15秒/２㎞）
５区 濵地南帆（10分45秒/３㎞）

男子 優 勝 １時間１分18秒 濵辺元志郎、小栁葵獅、木下友郎、濵本海心、坂本水晶、出口丈
区間賞 ６区 出口 丈（９分54秒/３㎞）

令和６年度 読書感想文コンクール長崎市審査（９/２４）
・課題の部 優秀賞 塚本 実花（1-1）、水﨑 櫻子（1-2）、川口 寿弥（1-4）
・自由の部 優秀賞 赤澤 想花（1-2）、加藤 結衣（2-1）

１４日（月） スポーツの日
１５日（火） 後期実力考査
１６日（水） 後期学級委員任命式 実行部委員長・副委員長任命式
１７日（木） 連合音楽会
１８日（金） 附中祭「秋」合唱フェスティバル
１９日（土） 環境整備活動
２４日（木） 進路ガイダンス・３年育友会（中部講堂）

律し 求め 輝く！


